
 

 

独⽴⾏政法⼈国際協⼒機構 
北海道センター（帯広） 

2025 年 11 ⽉ 7 ⽇ 

PRESS RELEASE 

JICA 研修で⽣まれる新しい味-あんこの代わりに地域の魅⼒を包んで- 

JICA 研修員と⼠幌町の⾼校⽣が「どら焼き」で交流 
 

⽇頃より、弊機構の広報にご協⼒を賜り、厚くお礼申し上げます。 
11 ⽉ 15 ⽇に株式会社 CheerS 様のしほろキッチンで、中央アジアからの JICA 研修員が⾷品加⼯

体験としてどら焼きを作り、⼠幌⾼校のキルギス渡航経験のある⽣徒 2 名が参加します。中央アジアでは
馴染みのない「あんこ」ですが、株式会社 CheerS 様が餡を変えたアレンジレシピを考案し、⽇本と中央
アジア双⽅の⾷⽂化を学びながら研修員と⾼校⽣が新たなどら焼きづくりをします。 

⼠幌町と中央アジアにあるキルギスは、「シーベリー」という特産品をきっかけに交流がスタートし、昨年
10 ⽉まで、株式会社 CheerS 様が JICA 草の根技術協⼒事業をキルギス対象に実施していました。 

 
 つきましては、広く地域の皆様に国際交流の様⼦を知っていただきたく、本体験の研修取材をよろしくお
願い申し上げます。 
取材可能な場合は、11 ⽉ 13 ⽇ 17:00 までに下記問い合わせ先へご連絡ください。  

記 
会場︓しほろキッチン(080-1219 ⼠幌町字⼠幌⻄ 2 線 147 番地) 
⽇時︓2025 年 11 ⽉ 15 ⽇（⼟）12:30〜16:30 

 

【本件に関する問い合わせ先】 
JICA 北海道センター（帯広）道東業務課 鈴⽊ 
TEL︓0155-35-1210  E-mail︓Suzuki.Yutaro2▲jica.go.jp 

 

※▲を@に替えたものが正式なメールアドレスです。 

 


